
−30−	     明 星 大 学 社 会 学 研 究 報 告 	 No.44

目次

■ はじめに

竹峰誠一郎

■ 卒業論文

卒業論文 公開報告会

「見えにくい知的障がい者の社会参加――千葉淳さんの人生を追って」	 石坂　　涼

「多摩子ども劇場が創造する遊び――子どもの権利を求めて」	 日景　愛子

「人を呼び込むまち藤野――中山間地域の可能性を求めて」	 光田　裕生

「軍都相模原の歴史と変遷――隣り合う政令指定都市と米軍基地」	 座間　悠大

「＜語られない原爆体験＞――広島・長崎の被爆者なき継承の可能性」	 井上　兼慎

■ 広島合宿

日誌

学生の感想「見えない被爆者」「歩いてみえてきたもの」「ありたい自分で」ほか

梶本淑子さん聞き書き記録

　「四つの『戦争』を生きて――女学校時代、原爆投下、戦後、証言者としての今」

■ 2年生後期　学生発表――ゲストをお招きして

　「トランスジェンダーが抱える問題　変わらなければならないものは？」

　「日本に避難してきたウクライナの方々　現状および受け入れ態勢は？」

　「福島第一原発事故は今――どうみる　原発立地自治体・大熊町『復興拠点』の避難指示解除」

　「『内なる差別』と向き合う――障害当事者との対話」　　ほか

『2022年度　竹峰ゼミ研究報告書』

《ゼミ活動報告》

全文は以下のQRコードかURL
からご覧ください。


